
Hyogo Prefecture

水素を巡る世界の動向

令和７年８月４日

兵庫県企画部総合政策課

兵庫水素社会推進構想改定検討会（第１回）
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Hyogo Prefecture

01パリ協定

01

02 高校無償化への対応

50.4億円

出典：水素社会実現に向けての取り組み（R6.9.25）環境省



Hyogo Prefecture

02カーボンニュートラルを表明した国・地域

01

02 高校無償化への対応

50.4億円

42.0億円
出典：資源エネルギー庁HP



Hyogo Prefecture

03水素に関する国家戦略およびロードマップを策定した国の一覧

01

02 高校無償化への対応

50.4億円

出典：水素社会実現に向けての取り組み（R6.9.25）環境省
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04世界の情勢～水素社会の広がり～

01

02 高校無償化への対応

50.4億円

42.0億円







出典：「水素社会を取り巻く国内外情勢と水素政策の現状について」(2024.9.6)(資源エネルギー庁)に一部追記



Hyogo Prefecture

05世界の情勢～資源外交等における水素等の重要性～

01

02 高校無償化への対応

50.4億円





出典：GXを見据えた資源外交の指針（2023.6）経済産業省
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税額控除は2027年の着工案件まで

出典：「水素社会を取り巻く国内外情勢と水素政策の現状について」(2024.9.6)(資源エネルギー庁)に一部追記
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Global Hydrogen Review 2023,2024（IEA著）をベースに各国施策等を整理

各国の方向性支援規模主な取組内容法律・戦略等

地域を挙げたｸﾞﾘｰﾝ水素利
用の義務付けや、水素需給
市場形成を通じた水素の獲
得に取組む

①第1回：7.2億€授与済
第2回：12億€規模
(24年4月から手続中)

①水素銀行を通じ、ｸﾞﾘｰﾝ水素製造支援(最大0.48€/kg助成)の入札手続きを実施中
②欧州内の水素の需要者と供給者(域外も含む)とのﾏｯﾁﾝｸﾞ支援決定(25年～運営)
③EU加盟国に対して、産業利用における再エネ由来水素比率を義務付け(30年までに
42%)

・ｸﾞﾘｰﾝﾃﾞｨｰﾙ産業計画(①、②)
・Renewable Energy Directive 
2023/2413(REDⅢ)(③)

欧
州

地域を挙げたｸﾞﾘｰﾝ水素利
用の義務付けや、水素需給
市場形成を通じた水素の獲
得に取組む

①水素発電支援：199億€
②46億€
③第1回：9億€
次回以降は38億€規模

①工場等の脱炭素化支援(水素以外も含む)や水素発電導入支援をに向けた入札を実施中
②水素製造・貯蔵、2,000kmﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ整備等の助成を決定
③H2Globalを通じた輸入水素の固定価格買取ｵｰｸｼｮﾝ実施中（第1回はｴｼﾞﾌﾟﾄのｱﾝﾓﾆｱﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄが落札） ※ﾄﾞｲﾂは2040年に低炭素水素の4割程度を確保する見通し

・国家水素戦略(①、②、③)
・水素輸入戦略(②)

ド
イ
ツ

GXに対する世界最大の投資
規模により、水素の需要・
供給の両面から取組む

①164億米＄(水素、CCS)
②70億米＄

①低炭素水素生産に対する最大3ﾄﾞﾙ/kgの税額控除等に向けて制度設計中(水素要件等)
※IRAに基づくGX全体の投資額として今後10年間3,690億＄

②水素製造・利用拠点整備に向けて地域ｸﾘｰﾝ水素ﾊﾌﾞ形成に向けた選定を実施済(7拠点)

・国家ｸﾘｰﾝ水素戦略
・IRA(①)
・超党派ｲﾝﾌﾗ法(②)

米
国

ｸﾞﾘｰﾝ水素輸出に向けて拠
点整備や水素製造の支援に
取組む
(2040年輸出ｼｪｱの40%見込)

①4.9億豪＄ ②40億豪＄
③67億豪＄(～34年)

以下により国際的な価格競争力を有した水素供給を目指す(国家水素戦略(24年9月改定))
①低炭素水素の輸出を見据えた地域水素ﾊﾌﾞの整備支援に向けた選定を実施済(7か所)
②価格差支援の入札を実施中(2回目も予定)
③低炭素水素製造の税額控除導入を発表

・国家水素戦略(①、②、③)
・ﾌｭｰﾁｬｰ ﾒｲﾄﾞｲﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
(②、③)

豪
州

豊かな資源や広大な土地を
生かした水素輸出大国を目
指し、戦略等の策定や支援
制度等の整備に取組む

④ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ：27.5億米＄
ﾓﾛｯｺ：70億米＄

⑤ﾓﾛｯｺ：30万ﾍｸﾀｰﾙ

豊富な資源(化石燃料、再ｴﾈ)を生かした低価格な低炭素水素の輸出を目指して、取組活
発化
①戦略策定(UAE、ｵﾏｰﾝ)
②法律制定（ｴｼﾞﾌﾟﾄ･ﾓｰﾘﾀﾆｱ※） ※議会審議中
③税制優遇(ｴｼﾞﾌﾟﾄ、ｹﾆﾔ、ﾓﾛｯｺ)の検討
④資金提供の実施済(ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ、ﾓﾛｯｺ)
⑤土地割当ｵｰｸｼｮﾝ(ｵﾏｰﾝ、ﾓﾛｯｺ)等の実施中

・国家水素戦略(UAE)
・ﾈｯﾄｾﾞﾛ移行国家戦略(ｵﾏｰﾝ)
・ｸﾞﾘｰﾝ水素製造優遇措置に関す
る法律(ｴｼﾞﾌﾟﾄ) 等

中
東
等

自国の強みを生かした施策
(韓国：水素混焼発電)や、
産業競争力育成に向けた取
組(ｲﾝﾄﾞ)を実施

ｲﾝﾄﾞ
水素製造支援：1300億ﾙ
ﾋﾟｰ
水素産業支援：約600億ﾙ
ﾋﾟｰ

水素発電導入の義務を付け、年間6.5TWhの⾧期電源ｵｰｸｼｮﾝを開催済
25年1月からｴﾈﾙｷﾞｰ法が施行(規制対象だった水素がｴﾈﾙｷﾞｰ源として
正式に明記)
輸出も見据えた水素製造支援に向けた入札や産業支援等の幅広い施策を
実施

・3UP成⾧戦略(韓国)
・ｴﾈﾙｷﾞｰ法(中国)
・国家水素ｴﾈﾙｷﾞｰﾐｯｼｮﾝ(ｲﾝﾄﾞ)

ア
ジ
ア

価格差支援、税制優遇等、
幅広い施策を実施。2040年
の水素獲得見込はﾄﾞｲﾂの
1/4程度

①3兆円
④年間2000億程度

①価格差支援に向けた提案申請受付中
②拠点整備支援の細部制度設計中
③⾧期脱炭素電源ｵｰｸｼｮﾝ(第1回で計6つの水素・ｱﾝﾓﾆｱ混焼発電を選定)実施中
④ FCVやｸﾞﾘｰﾝｽﾁｰﾙ等の製造量に応じて最大10年間税額控除(24年10月～実施中)

・GX推進戦略(③、④)
・水素社会推進法(①、②)

日
本

韓国

中国

ｲﾝﾄﾞ
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出典：「令和6年度ひょうご水素社会推進会議」(2025.2.14)（兵庫県）資料


